
 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 1日は 

「滋賀
し が

 教育の日」です!! 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「しがしごと検定」は、県立特別支援学校高等部（分教室、高等養護

学校を含む）の生徒を対象とした技能検定です。 

この検定は、学校が協力企業等と連携して開発した評価基準に基づき

実施するもので、運搬陳列、清掃メンテナンス、接客、事務補助の４種

目があります。 

検定は年２回実施することとしており、各学校では検定に向けて具体

的な目標をもってさまざまな学習に取り組んでいます。 

検定当日には、その道のプロである協力企業やオブザーバーのみなさ

まから助言をいただけます。また、直接指導を受けることができるスキ

ルアップ授業に事前に参加することで、生徒は就労に対する意欲や興味

関心をさらに高めています。 

協力企業一覧 

検定種目 協力企業 

運 搬 陳 列 株式会社 平和堂 

清 掃 メ ン テ ナ ン ス 一般社団法人 滋賀ビルメンテナンス協会 

接 客 
株式会社西武・プリンスホテルズワールドワイド 

びわ湖大津プリンスホテル 

事 務 補 助 株式会社 SCREENビジネスエキスパート 

      

 

 

 

① 検定に向けて具体的な目標を持って学習活動に取り組んだり、客観的な

評価や助言を受けることで、生徒の学習や就労に対する意欲や興味関心

を高めます。 

② 検定に向けて学習を重ねることで、就労に必要な基礎的な態度や技能を

身に付けます。 

③ 企業や職業訓練機関等の関係者と連携した取組で、検定の有効性を高め、

企業からの信頼性を確保して、生徒の「働きたい」という夢の実現につ

なげます。 

 

 



級

１級 研修を経て、従業員として即実践（即戦力）で仕事を担える段階

２級
１級には至らないが、研修を経て、従業員として即実践（即戦

力）で仕事を担うことが期待できる段階

３級

基本的なことはクリアできている。従業員として即実践（即戦

力）で仕事を担えるためには、応用的なことを学ぶ必要がある段

階

４級

５級

６級

７級

８級

９級

１０級

求める段階

仕事に向かう基本的な姿勢、態度等の準備ができているかを確認

する段階

基本的なことを学んでいく段階

基本的なことを確実にできることを目指す段階

上級

中級

初級

基礎級

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回検定 

具体的な目標を立て学習に取り組み、就労に対す
る意欲や働くことへの興味関心を高めます。 

各級ごとに生徒に求める態度や技能のレベルを設定し
ています。 

事前学習 受検準備 

・自己評価 

・次回の目標設定 
学校での取組 事後学習 受検準備 

第２回検定 

・自己評価 

・次年度の目標設定 
就労に向けて 学校での取組 

目標設定 

学校での取組 

次
年
度
の
取
組
へ 

評価票 

認定証 

授与 

評価票 

認定証 

授与 

協力企業の方 

からの直接指導 



喫茶店でお客様の接客を 

します。注文を聞いて、 

飲み物を提供します。 

お客様に喜ばれる接客を 

心がけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲料水の賞味期限をチェッ

クしながらきれいに陳列し

たり、補充したりします。

お客様から声をかけられる

こともあります。 

 

部屋に見立てた枠内の机や床を

様々な掃除用具を使って決められ

た手順どおりに掃除します。 

 

社内メール便の仕分けを 

します。重要な文書を仕分 

けて、決められた宛先の封筒

に入れて封をします。 

 

運搬陳列 

清掃メンテナンス  

接  客 事務補助 

検定で学んだことを４月からの就職に 

つなげていきたい。 

 

自分ができたと思っていてもミスをしたこ

とがあったので、最後の確認をしっかりし

たい。 

 

うまくできたことは、毎日続けるようにす

る。学校でも家でも職場実習でも、場所が

変わってもできることで、本物の力にな

る。 

自分を磨いて成長していき、対応や言葉 

づかいなどに気を付けてがんばりたい。 

問合せ先 
ホームページもご覧

ください☞ 

たとえお客様が見えないところでも、お客

様を迎える気持ちで準備をすることが大

切。 

「だれかのために」を考えると一人ひとりの

行動が変わる。 


